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ひ
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こ
と

発行元 小久保運送（有）/ かたづけダンベぇ 0270-32-1542

「タイレストラン ココナッツ」
住所：伊勢崎市富塚町269-11
電話：080-7964-4031
営業時間 11:00～22:00
定休日：火曜日

ご
紹
介 

「
タ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン

コ
コ
ナ
ッ
ツ
」
さ
ん
の
ご
紹
介

そ
れ
は
昼
食
を
食
べ
よ
う
と
、
久

し
ぶ
り
に
訪
れ
た
、
家
族
経
営
の

食
堂
で
の
出
来
事
で
し
た
。

お
店
に
入
る
と
テ
ー
ブ
ル
席
に

は
片
付
い
て
な
い
食
器
や
お
盆
が

そ
の
ま
ま
。
以
前
は
す
ぐ
に
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
コ
ッ
プ
の
水
を
持
っ
て

き
て
、
オ
ー
ダ
ー
を
取
っ
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
当
た
り
前
な
接
客
の

お
店
で
し
た
。

し
か
し
私
が
入
る
と
、
店
奥
の

厨
房
か
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
の

声
。
で
も
出
て
こ
な
い
。
ど
う
し

た
の
か
な
？
と
思
っ
て
覗
く
と
、

高
齢
な
女
性
と
若
い
女
性
が
２
人

で
調
理
作
業
し
て
ま
す
。
そ
れ
を

見
て
「
あ
、
以
前
は
確
か
親
父
さ

ん
が
調
理
し
て
た
け
ど
、
ど
う
か

し
た
か
な
？
」
と
思
い
、
手
が
足

り
な
い
の
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
の

で
、
勝
手
に
水
を
用
意
し
、
つ
い

で
に
厨
房
に
声
を
か
け
オ
ー
ダ
ー
。

で
す
が
私
の
後
に
入
っ
て
き
た
若

い
男
性
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
ず
っ
と

座
っ
た
ま
ま
。
結
局
注
文
取
ら
れ

な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
、
憮
然

と
し
た
態
度
で
退
店
。

そ
れ
を
見
て
、
事
情
を
察
し
、

動
い
て
あ
げ
れ
ば
と
思
っ
た
私
。

こ
う
い
う
こ
と
、
人
手
不
足
と
高

齢
化
の
進
展
で
、
我
々
は
今
後
あ

ち
こ
ち
で
遭
遇
す
る
で
し
ょ
う

か
ら
。
き
っ
と
。

伊
勢
崎
市
富
塚
町
の
タ
イ
料
理
の

店
「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
」
さ
ん
。
窓
か
ら

は
富
塚
公
園
が
見
え
る
通
り
沿
い
の

一
軒
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
バ
ン
コ

ク
ご
出
身
の
女
性
店
主
が
本
場
の
調

味
料
や
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
使
い
本

場
の
味
を
再
現
。
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
、

ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
、
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
、

カ
オ
マ
ン
ガ
イ
な
ど
人
気
の
定
番
タ

イ
料
理
か
ら
、
本
格
タ
イ
料
理
ま
で

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
や
ス
ー

プ
類
は
、
鍋
の
よ
う
な
器
を
下
か
ら

固
形
燃
料
で
温
め
な
が
ら
食
べ
る
ス

タ
イ
ル
。
最
後
ま
で
熱
々
で
い
た
だ

け
る
し
、
演
出
感
が
あ
っ
て
テ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
す
。
人
気
の
ト

ム
ヤ
ム
ク
ン
は
、
玉
ね
ぎ
・
し
め
じ
、

え
び
も
た
っ
ぷ
り
。

タ
イ
料
理
に
欠
か
せ
な
い
独
特
な

香
り
が
ク
セ
に
な
る
香
草
は
、
店
舗

敷
地
内
の
畑
で
自
家
栽
培
し
て
い
ま

す
。

冷
凍
も
の
は
使
わ
ず
作
り
置
き
も

し
な
い
。
ス
ー
プ
も
１
か
ら
作
り
、

新
鮮
な
食
材
で
作
り
た
て
の
味
に
こ

だ
わ
る
店
主
さ
ん
。
笑
顔
が
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
で
優
し
い
物
腰
な
が
ら
「
メ

ニ
ュ
ー
に
あ
っ
て
も
、
食
材
に
納
得

で
き
な
い
日
は
だ
さ
な
い
」…

と
味

に
は
頑
固
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
気
分
が
味
わ
え
る
テ
ラ

ス
席
は
、
お
客
様
に
大
好
評
。
店
内

が
あ
い
て
い
て
も
テ
ラ
ス
を
利
用
す

る
人
も
多
い
そ
う
。

日
本
語
も
ま
っ
た
く
問
題
な
く
、

親
切
な
接
客
も
す
ば
ら
し
い
。
美
味

し
い
本
場
の
タ
イ
料
理
と
、
店
主
さ

ん
の
人
柄
に
リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る

オ
ス
ス
メ
の
お
店
で
す
。

出典 「アイマップ」 www.imap.ne.jp

これを書いているのが2024年12月半ば。あ
と少しで今年も終わりだなぁなんて思いながら、
このレターを書いています。2024年は皆さんに
とってどんな年だったでしょうか。何といって
も元旦から能登半島において大きな地震があり、
そして衝撃的な飛行機事故も起こって、お正月
気分が吹き飛ばされたような、そんな記憶が蘇
ります。今年はどうなってしまうのか？お正月
のおめでたい気分に、暗雲立ち込める、そんな
感じでした。
とはいえ時は進み春になり、そして暑い暑い

夏が来ました。個人的には「この暑さもういい
よ」そんな声を上げたいような、そんな夏だっ
た。伊勢崎市は何年か前から夏祭りの実施日を
１ヶ月以上ずらしていますが、それは先見の

明があったように思います。お盆前の暑さと９
月末のそれでは、全然異なりますから。それを
みるにつけ思うのは、やはり先をある程度見こ
して行動を起こすこと、時にそれはある種の
「リスク」を伴うこともありますが、やはり自
身がその瞬間に「やるべきだ」と思うことは、
やっておいた方が良いということです。

2024年はそれを感じた年であり、本年2025
年は、それをもっと進めよう、躊躇なく自身が
やっておくべきと思うことは、できる限りやる
べきだ。それが結果的に「幸せ」に繋がるのだ
と言い聞かせながら、過ごしていこうと思うの
です。そんなわけで、辰年から蛇年に変わりま
すが、変わらぬお付き合いを何卒宜しくお願い
致します。<m(__)m>

トムヤムクン

かたづけダンベぇ12年目を迎えました

思えば2013年初夏。1通のfaxが流れてきたのが始ま
りでした。迷惑faxが毎日の様に送られてくる中で(笑)
その1枚にだけなぜか「ビシッ！」と目が停まりました。
もっと言えば「これだ！」と思ったのでした。
そこにはこうすれば、今弊社がやりたいけどやれな

いことが出来る。そんなことが示唆されていたんです。
早速発信主に連絡を取り、指導を仰ぎ（お金を払

い）、「片づける」を一つの「仕事」として成り立つ
ように日々努力して参りました。
おかげさまでかたづけダンベぇは、毎月リピーター

様とご紹介で相当数対応させて頂いています。
12年目を迎えた「かたづけダンベぇ」をどうぞ宜し

くお願い致します。

１年間ありがとう

ガパオライス

雰囲気のある
テラス席
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